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( 科目コード：8703720005KS)

【改訂】第 2 版（2010-03-18）
【科目】分子生物学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（生物コース）・5 年次
【担当教員】

大和田 恭子

【授業目標・教育方針】
・遺伝情報の発現についての基礎知識の定着。
・細胞間の情報伝達の仕組みを理解する。
・化学物質による個体間の情報伝達の仕組みを理解する。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
・生命が維持される仕組みを生体を構成する物質の代謝から学ぶ。
・どこまでが解明され、何がまだ明らかになっていないかに注意する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：分子生物学　第２版：柳田充弘他：東京化学同人：4-8079-0663-5
参考書：ヴォート生化学（上・下）第３版：ヴォート：東京化学同人：4-8079-0607-0
参考書：Molecular Biology of THE CELL：A.Bray et al.：Garland：0-8240-3695-6

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義および演習

【メッセージ】
・授業を休まないこと
・ノートをしっかりとること
・疑問点はその場で質問すること

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：分子生物学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 分子生物学の普遍性
第 2 回 細胞学的知見
第 3 回 構造生物学の意義と役割
第 4 回 遺伝物質 DNA

第 5 回 遺伝子発現
第 6 回 遺伝子発現の調節
第 7 回 原核生物の分子遺伝学
第 8 回 分子生物学の基礎技術
第 9 回 タンパク質の動態
第 10 回 染色体
第 11 回 細胞周期
第 12 回 ウィルスとがん
第 13 回 シグナル伝達
第 14 回 ヒトの分子生物学
第 15 回 まとめ 全体のまとめと質疑応答
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